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【方法】対象者は、東北地方にあるＦ高校２年生 935人（男子 417人、女子 518人）である。体力測定は、2010-2013
年、各年 6月に市内の陸上競技場または校庭で実施した。スクリーン時間、勉強時間、BMI、他の生活習慣を





向性 p 値＜0.001）。女子においては、握力（傾向性 p 値＝0.003）および持久走（傾向性 p 値＜0.001）でスク
リーン時間と有意な負の関連を認めた。勉強時間と体力との関連では、潜在的な交絡因子（BMI、スクリーン
時間、他の生活習慣、運動部活動所属の有無、身体活動量）で調整後、男子においては、握力で勉強時間と有
意な負の関連を認めた（傾向性 p値＝0.012）。しかし、男女いずれもその他の種目で勉強時間と有意な関連を
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認めなかった。 
【結論】本研究は、自記式アンケート調査を用いて座位行動時間と握力、立幅跳および持久走の関連を横断的
に検討した。その結果、座位行動の違いで体力の関連において差異がみられた。すなわち、スクリーン時間が
長ければ体力は低い値を示す一方で、勉強時間が長ければ、ほぼ体力と関連しないことが示された。後者にお
いては、本来の座位時間が体力に与える負の要因に、他の交絡因子（通塾など）の影響を受ける可能性が示唆
される。 
